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８月２５日から始まった２学期もあっという間に終業式を迎え
ました。日々の授業と、集団宿泊教室（１年）、中体連駅伝大会、
文化祭、修学旅行（２年）、校内マラソン大会など様々な学校行
事を通して、生徒たちは着実に成長してくれたと思っております。
保護者の皆様には、いろいろなところでご支援とご協力をいただ
きありがとうございました。明日から冬休みです。生徒の皆さん
には、３学期大きく飛躍できるよう２学期の自分を振り返るとと
もに、右の項目を心掛けた生活を送ってもらいたいと思います。

１２月２０日に校内マラソン大会を実施しました。 １２月１３日～１５日、２年生が関西方面へ修
コースは男女とも日奈久小・中学校周辺道路３周で、 学旅行に行きました。本校は集団宿泊教室と修学
男女混合の２組に分けて健脚を競いました。どの生徒 旅行を二見中と合同で実施しています。今回は二
も自分の限界に挑戦し、力の限り精一杯走り抜くこと 見中の溝口琴巳さんと一緒に楽しい３日間を過ご
ができました。一人一人の精神的な強さ、たくましさ すことができました。１日目は薬師寺と東大寺、
が感じられた大会となりました。 ２日目は京都での班別自由行動、３日目はＵＳＪ
閉会式では男女上位３名を表彰。 を楽しみました。「薬師寺ではユーモアのあるお坊

堀教頭が、マラソン選手として日 さんから、興味のないことや苦手なことへの向き
本人で初めてオリンピックに出場 合い方を学ぶことができました。」「自由行動で、
した県出身の金栗四三さんを紹介。 バスの乗り方も分からなかったけど、「ここじゃな
名言「体力」「気力」「努力」につ い？」と教え合い目的地に行けてよかったです」「先
いての話を交え講評を述べました。 生方のいろいろな手配やいつも温かく見守ってく

れる家族、添乗員さん、ホテルのスタッフさんの
男子 女子 お陰でとても楽しい修学旅行になりました」など、

優 勝 堤 大夢 川上ひかる 感想が聞かれ、生徒一人一人にとって思い出に残
準優勝 松本龍弥 猪原和佳奈 る充実した修学旅行となりました。
３ 位 伊藤礼起 中村莉音

１２月１９日に熊本高専から２名の先生が来校さ
れ、出前授業をしていただきました。
授業を受けたのは２･３年の生徒た
ち。目に見えない放射線の動きを確
かめるなど、科学への興味が高まり､
疑問が膨らんでくる授業でした。

１２月７日に１､２年生を対象に日奈久のこと
について調べました。ご指導いただいたのはＤ
ＭＯやつしろの方々です。｢竹輪｣｢温泉｣をキー
ワードにパンフレットやタブレットで調べてい
きました。調べた内容はパ

１２月１日に授業参観、ＰＴＡ講演会 ネルにまとめ、１月１４日
を行いました。３年生の授業参観は１０ に行われるガストロノミー
月に赴任された島田先生の授業でした。 ウォーキングで参加者の方
「保護者に理科の楽しさとびっくりを知 々に紹介する予定です。
ってもらおう」というテーマで、暖かく
なった空気はどうなるの？大気圧ってど
のくらい大きいの？などの問いを、生徒が実験して説明。
なるほどと納得させられる授業でした。
ＰＴＡ講演会では「生きる」という演題で横田久世さ １２月２２日、養護の福山紗佑里先生と理科

んからご講話をいただきました。横田さんは、両手の指 の島田末吉先生が退任されました。福山先生は
と膝から先の両足をなくされ、悲しみを乗り越えて、熊 コロナ禍の中、感染対策の中心となって尽力さ
本城マラソンやホノルルマラソンに挑戦。ポジティブに れ感染を最小限に抑えることができました。ま
人生を歩んでおられる方です。講演では、「人に頼ること た、生徒たちの不安や悩みに寄り添い安心して

は大賛成。自立するという 学校生活を送れるよう、専門機関と連携をとっ
ことは助けてもらう場所を ていただきました。島田先生は、沢山の実験を
増やすこと」「『ごめんね』 通して理科の醍
ではなく『ありがとう』を 醐味を伝えてい
使おう」。楽しい話を聞か ただきました。
せていただき、エネルギー お二人の先生、
をもらいました。横田さん、 本当にありがと
ありがとうございました。 うございました。
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○一日必ず家庭学習をする

○地域の人に進んで挨拶をする

○節度ある行動をとる

ＳＮＳやゲームの時間やルールを決めて守る

ＳＮＳで知り合った人には絶対に会わない

○家の手伝いをする


